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 ぼくがけいさつかんの人たちにたいして一番いんしょうにのこっていることは、一年生

と二年生の時に学校でひらいてくれた交通安全教室です。その教室では、道路のわたり方や

信号機の見方などの命の大切さを、教えてくれました。あの時に、交通安全教室で教わった

ので、毎朝学校へ登校する時や、あそびに行く時などは、教えてもらった事を忘れずに行く

事ができています。ぼくが安全に登校できているのは、あの時に教わったことが役立ってい

るからだと思います。だからぼくはけいさつかんの人たちにとても感謝しています。ぼくも

命の大切さや、道路のわたり方などを教えたいと思いました。 

 先日、ぼくがたいけんした話をします。ぼくが、お父さんと車にのっている時におうだん

歩道の近くでうごかなくなっている車がいました。他の車もたくさん走っていたので、とて

もあぶないじょうきょうでした。その時すぐに、お父さんは、動かなくなった車の人に声を

かけました。そして、動かない車を後ろからおして、安全な場所へいどうさせていました。

ぼくは、車の中でその様子を、ずっと見ていました。お父さんも動かなくなった車の人たち

も心配でした。あぶないじょうきょうの中でも、困った人をたすけるお父さんのゆう気がす

ごいと思いました。ぼくも、お父さんのようなけいさつかんになりたいです。けいさつかん

という仕事は、かっこいいだけではなく、きけんととなりあわせなのだと思いました。きけ

んととなりあわせでも、ぼくは困っている人を、たすけたいと思いました。 


